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河北新報 ３月１９日＇土曜日（ 

下水がマンホールから市街地にあふれだす危険性があるという。 

各地で上水道が復旧するのに伴い、大量の生活水が下水道に流入 

食器洗いや手洗いで水を流しっぱなしにせず、節水に努めてほしい 

汚水あふれ街に異臭 浄化センター壊滅 仙台圏 
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河北新報 ４月１日＇金曜日（ 
マンホールからあふれ出た汚水の応急措置 

ポンプでくみ上げた水は、消毒剤をまいたうえで地区内の川に放流 
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３．調査におけるレビューポイント 

① 緊急対応、応急復旧の課題 
   時間スケールを意識した対応、支援・連携体制 

   情報の収集・提供・共有 

② 本復旧・復興における課題 

   ロードマップづくり、情報管理 

   耐震化、複数水源化 

③ 将来に向けた課題 

   予防対策、減災・適応策 

   広域化・民活、災害リスクの定量化 
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持続可能な水道システムの確立  - 東日本大震災を踏まえて - 

広域的・複合的な災害への対応 

先見力のある水道力アップ 

水のインフラから見た都市の姿 

① 緊急対応、応急復旧の課題 
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国、都道府県、 

市町村、水道事業体 

第三者委託先 
 

水道協会 

救援本部 

県支部 

地方支部 
 

都市間協定 

姉妹都市 

関連団体 

企業 

• 情報連絡 

• 情報の共有 

• 役割分担 

改訂された手引きや各事業体の危
機管理マニュアル整備により、迅速
な対応が取られたものと推察される
が、さらなる見直しも求められる。 
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平成 20 年12 月16 日  日本水道協会 震災対応等特別調査委員会 
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情報とネットワーク 

＜水道事業体＞ 

• 正しい情報を入手、情報の共有 

• ネットワークによる人材や物資供給、燃料確保 

• 総括と現場のリーダーシップ 

• 水道の広域化でネットワークの充実 

• 危機管理体制と通信情報ネットワークの充実 
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＜緊急対応、応急復旧＞ 

＜水需要者へ＞ 

• 緊急時の情報提供の改善 

• 普段からの防災情報共有＇緊急時の自助促進（ 

• リスクコミュニケーション力のアップ 

衛星電話、停電時の通信手段 

復旧対応技能者育成、確保 

被害実態把握力 

放射性物質への対応 

緊急時の生活用水としての水質 

応急給水情報の提供の在り方 
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② 本復旧・復興における課題 

• 基幹管路の耐震化推進＇耐震化率（ 

• 複数水源、ループ・ネットワーク化＇安心給水指数（ 

  被災時の記録力、データ集約力 

  現状耐震の診断力、データベースづくり 
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＜ハード対策＞ 

• 水道管路台帳の電子化 

• 水道施設の情報管理システムの導入責務 

  リスク洗い出し、リスクの情報化 

  

＜ソフト対策＞ 
瓦礫、配水支線とバルブ位置 

耐震化の住民への見える化 

GPS、被害調査専用端末 

津波被災地の復興のために 
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耐震化の推進と複数水源化・ネットワーク化 

 耐震化は進んでいるものの、尐なくとも基幹管路の耐震化100

％を早急に目指すことが求められる。ただ、耐震化だけでなく、
配水ルートのループ・ネットワーク化や複数水源など様々な形で
の安心な水道システムへと見直すことが重要となる。 
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離脱防止機構付き継手(ＮＳ形) ダ
クタイル鉄管の吊上げ試験  

提供：ダクタイル鉄管協会 耐震化率と被害率の関係 
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施設の電子情報化と情報管理 

 水道施設の台帳情報は電子化していく責務があるように思わ
れる。電子化データは、被災時に活用できるだけではなくて、施
設の機能を評価したり、住民に対する情報提供にも使える。すべ
ての水道事業体で情報管理システムの導入によるスマート化を
推進してはと思われる。その際には、下水道など他のインフラ情
報や地盤情報などとも統合して共有管理することが意義深い。 
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③ 将来に向けた課題 

• 水道広域化や簡易水道への対応 
    相互融通、ネットワーク化、支援強化、広域化と民間活力の導入 

• 自然流下と低炭素化社会への貢献へ 

   省エネ、創エネ、再生による最低限 

• 先見力のある水道力アップ 

   リスク分析、対策評価、地震・津波被害想定マップ 

• 上下水道の連携力アップ 

   水道と下水道の連携したまちづくり 
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施設：ストックマネジメント 
資産：アセットマネジメント 
経営：ビジネス戦略・計画 
 

４．今後の災害対策への課題 

東海＋東南海＋南海地震への備え 

水インフラの安全、安心、安定の指標づくり  
  住民向け安心給水指数: Water supply safety index 

  持続性指標：Integrated sustainability Index 

自律分散型＋集中型のハイブリッド化 

危機管理体制と人材育成 

＜機能評価軸＞ 

水 道 ：水量、水質、水圧、コスト＋エネルギー    

下水道：水量、水質、コスト＋エネルギー＆資源循環 
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いざ鎌倉システム＆シナリオ想定力の強化 

低炭素社会における新たな水インフラ整備 

マニュアル作成とマニュアルからの脱却 

わかりやすい目標設定 

効率化としなやかさ 
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レジリエンスと多様性 
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Multiple water resource, 

networking 

Seismic reinforcement 

Energy saving 

Communication between 

utility and residents  

Rescue and supporting, 

mutual-assistance 

Integrated management of 

water supply and sewerage 

Bypass

-loop 

水道水源と施設 

 水源＇地下水、表流水など（ 
  浄水場、管路、配水池、バルブなど 

利害関係者 

  水道事業者、需要者、下水道事業者 

 民間企業 

強くしなやかな日本の水道へ 
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耐震化と省エネ 

バイパス 

ループ 

複数水源、ネットワーク 水需要者とのコミュニケーション 

非常時における統合的上下水道の一体的管理 

応急対応、復旧支援、相互扶助 

Region-wide 

management 

広域化・ 

Private-Public 

Partnership 

官民連携 
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東京大学大学院工学系研究科 
水環境制御研究センター・都市工学専攻 

教授 古米弘明 
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ご静聴 
ありがとうございました。 
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